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SNSで学習会等の企画のお知らせをしています。
代々木病院医学生室では、SNSを活用して医学部を目指す高校生
向けの企画をご案内しています。
是非、各アカウントを登録して情報を受け取ってください。
いいねやメッセージも受け付けています。

無差別・平等の医療、介護と福祉の実現をめざして
戦後間もない頃、多くの人たちが生活に困窮し、お医者さんに診てもらうことが難しい時代でした。「自分たちがお金の
心配なく安心してかかれる医療機関を」と住民や働く人々がお金を出し合って作った診療所が私たちのはじまりです。
今も貧困や格差、不規則、不安定な働き方など医療・介護にかかれない状況があり、人々の健康に大きく影響していま
す。設立当初から病気を診るだけでなく、もっとも困難な人に寄り添いその社会背景にも目を向けて活動しています。

東京民医連では、将来いのちに向き合う医学生が医療・医学だけでなく社会問題を学び、
考える事を大切にして「患者さんを取り巻く環境や家族関係などの生活背景」を考えるため
の奨学生ミーティングを毎月開催しています。民医連の奨学金制度を利用していない方でも
社会問題や患者さんのための良い医療を学びたいと考えている方であればどなたでも参加し
ていただけます。いのちの平等を理念に掲げる民医連の医療に触れてみませんか。
また、都内の各大学にサポートセンターを設置して医学生の学びを応援しています。お昼

ご飯を食べながらのランチミーティングや、医師や講師等のゲストを招いた学習会、フィー
ルドワークなども開催しています。
奨学生になると、定期的な病院実習や毎月の奨学生ミーティングに加えて今年は熊本県水

俣市に水俣病を学ぶフィールドワークに出かける予定です。水俣病の歴史や、今なお苦しん
でいる患者さんがいることをご存知ですか？社会問題は人々の健康と密接に関係しています。
当事者の声を聞くことも医師になる医学生としての大事なミッションです。

民医連の医療に興味を持ってくれた方はぜひ、公式LINEやメールでメッセージをください。

東京民医連の学習会に参加しませんか？

毎月の奨学生ミーティング 熊本フィールドワーク サポートセンター
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